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半
井
澄
（
さ
や
か
）
は
弘
化
四
年
二
八
四
七
）
福
井
藩
医
の
家

に
生
ま
れ
た
。
半
井
は
橘
井
の
名
家
で
あ
る
。
幼
名
を
環
（
た
ま

き
）
、
元
瑞
（
げ
ん
ず
い
）
と
改
め
、
の
ち
澄
と
改
称
、
秋
山
と
号
し

た
。

江
戸
に
出
て
松
本
良
順
の
門
に
入
っ
た
。
十
六
歳
の
時
藩
主
松

平
慶
永
（
Ⅱ
春
嶽
一
八
二
八
’
九
○
）
の
命
で
長
崎
の
ポ
ン
ペ
に

オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
び
、
ま
た
フ
ル
ベ
ッ
キ
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語

を
習
っ
た
。
さ
ら
に
十
八
歳
で
ボ
ー
ド
イ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
、

ハ
ラ
タ
マ
に
つ
い
て
医
学
を
修
め
精
得
館
当
直
医
と
な
っ
た
。
マ

ン
ス
フ
ェ
ル
ド
と
は
、
の
ち
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
京
都
で
再
び

相
見
え
る
事
と
な
る
。

彼
は
蒲
柳
の
質
な
が
ら
熱
血
の
人
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
戊
辰
の
役
で
軍
陣
医
療
に
毒
く
し
た
（
一
二
歳
）
。
明
治
三

秋
山
半
井
澄
（
一
八
四
七
’
一
八
九
八
）

ｌ
京
都
府
療
病
院
長
・
医
学
校
長
・
医
師
会
創
始
者

藤
田
俊
夫
・
半
井
英
江

年
（
一
八
七
一
）
、
東
京
藩
邸
の
春
嶽
（
三
一
歳
）
の
も
と
に
勤
め
た

が
、
兵
部
省
の
命
で
軍
事
病
院
医
官
（
月
俸
六
○
円
）
と
な
っ
た
。

し
か
し
藩
庁
は
解
任
を
要
請
、
半
井
は
福
井
病
院
主
務
兼
医
校
の

助
教
と
な
り
医
学
生
教
育
と
病
院
拡
充
に
努
め
た
（
本
学
所
蔵
の

履
歴
書
に
よ
る
）
。

明
治
四
年
二
八
七
一
）
文
部
中
助
教
（
月
俸
五
○
円
）
に
任
ぜ

ら
れ
大
阪
病
院
の
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
下
で
勤
務
、
翌
五
年
病
院
局

長
に
昇
進
し
た
。

四
年
十
月
、
東
京
大
学
東
校
で
ホ
フ
マ
ン
の
も
と
大
助
教
（
月
俸

七
○
円
）
と
し
て
勤
務
し
た
。

翌
年
（
一
八
七
三
）
京
都
府
の
懇
請
に
応
じ
療
病
院
庶
務
兼
通
弁

（
月
俸
七
○
円
）
と
し
て
三
代
の
外
人
教
師
ら
と
運
営
管
理
に
あ
た

っ
た
。

彼
は
蘭
・
独
医
学
を
解
し
た
の
で
、
初
代
教
師
ョ
ン
ケ
ル
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
生
れ
、
英
国
籍
初
任
月
俸
四
五
○
円
、
次
年
よ
り
五
百
円
）

の
通
訳
も
し
た
。
明
治
九
年
二
八
七
六
）
よ
り
旧
師
マ
ン
ス
フ
ェ

ル
ド
（
二
代
目
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
人
）
を
よ
く
補
佐
し
、
初
代
院
長
（
月

俸
百
円
）
、
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
日
本
初
の
願
狂
院
長
を
も
兼

務
し
た
。
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明
治
五
年
二
八
七
二
）
、
府
は
南
禅
寺
方
丈
を
借
り
あ
げ
た
。

こ
れ
が
我
が
国
精
神
病
院
の
濫
膓
で
あ
る
。
ョ
ン
ケ
ル
は
精
神
医

学
の
重
要
性
を
認
識
し
、
ピ
ネ
ル
の
〃
人
道
的
な
病
者
扱
い
〃
を

し
た
の
で
あ
る
。
十
年
二
八
七
七
）
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
は
大
阪
に

更
迭
、
三
代
目
シ
ョ
イ
ベ
（
ド
イ
ツ
人
、
月
俸
四
百
円
）
が
着
任
し

た
。
明
治
十
一
年
、
コ
レ
ラ
流
行
の
さ
い
半
井
は
府
下
の
医
師
を

指
揮
し
防
疫
に
あ
た
っ
た
（
院
長
月
俸
百
五
十
円
）
。
ま
た
地
方
衛

生
委
員
、
医
師
試
験
委
員
を
も
歴
任
し
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
よ
り
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
間
、

京
都
府
医
学
校
長
（
準
八
等
官
月
俸
一
七
○
円
）
を
務
め
た
。

明
治
五
年
假
療
病
院
開
設
直
後
の
教
育
年
限
は
三
年
で
あ
っ
た

が
、
明
治
十
二
年
栗
田
口
青
蓮
院
よ
り
河
原
町
広
小
路
の
現
在
地

に
移
っ
た
の
を
機
に
医
学
校
は
独
立
、
十
四
年
（
一
八
八
一
）
五
年

制
（
最
初
の
一
年
は
予
科
）
の
医
学
教
育
を
行
う
事
と
な
っ
た
。

十
五
年
、
本
学
は
大
阪
、
名
古
屋
と
共
に
公
立
甲
種
医
学
校
に

指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
槇
村
正
直
（
ま
さ
た
だ
）
知
事
（
二
代
目
）

の
京
都
文
化
都
市
政
策
の
も
と
、
萩
原
三
圭
京
都
府
療
病
院
医
学

校
長
と
共
に
本
学
の
存
廃
の
危
機
に
も
耐
え
、
公
立
医
学
専
門
学

校
か
ら
府
立
医
大
へ
昇
格
の
礎
と
な
っ
た
。

校
長
の
任
を
果
た
し
た
彼
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
退
職
、

二
一
年
（
一
八
八
八
）
私
立
東
山
病
院
を
創
設
し
た
。
薬
局
、
図
書

館
を
備
え
た
近
代
病
院
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
医
師
会
の
基
礎
を

創
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
医
師
の
レ
ベ
ル
も
区
々
で
正
規
の
教

育
を
受
け
た
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
京
都
医
事
会
社
を
経
て
二
三

年
（
一
八
九
○
）
京
都
医
会
を
発
足
さ
せ
た
。
彼
は
初
代
会
長
に
選

ば
れ
、
医
制
、
医
師
の
教
育
研
修
や
看
護
教
育
の
充
実
を
は
か
り
、

京
都
医
事
新
誌
を
発
刊
し
医
師
会
活
動
を
推
進
し
た
。
ま
た
私
立

衛
生
試
験
所
を
創
設
し
、
近
代
医
学
の
推
進
と
検
査
技
師
、
看
護

ス
タ
ッ
フ
な
ど
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
養
成
し
、
ま
た
明
治
二
十
七

・
八
年
の
日
清
戦
役
に
際
し
て
は
、
赤
十
字
社
救
護
に
壼
し
た
。

半
井
澄
は
幕
末
・
明
治
初
年
よ
り
医
療
・
医
学
教
育
・
医
政
に

身
を
捧
げ
、
ま
た
事
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
晩
年
、
心
不
全
・

腎
不
全
に
悩
み
な
が
ら
も
職
務
に
あ
た
っ
た
。
明
治
三
一
年
（
一

八
九
八
）
十
二
月
十
日
、
五
一
歳
で
死
去
し
た
。
日
赤
社
長
佐
野
常

民
は
弔
辞
を
寄
せ
た
。
遺
骸
は
南
禅
寺
天
授
庵
に
葬
ら
れ
た
。

Ｄ
（
京
都
市
藤
田
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

典
京
都
府
医
師
会
医
学
史
研
究
会
）


